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＜利用者様情報＞

宮　陽子様　（56）　統合失調症　　デイケア利用中

昨日、外来受診時にうみねこ幸房通所を希望。主治医より考えておくとのお話があったが当面はデイケア通所となる事を、本人からＳＳＴ中デイスタッフに話されている。他にも「デイケアでくだらない会話をしているより幸房で編物をしてお金になるような事をしたい。」「将来的にお金の事が心配。」「デイケアで自由時間に刺繍をしていたら周囲のメンバーが‘なにさ。’と話し去っていったが反論せず刺繍を続けた。」「最近、スタッフ以外の人に気を使い、ストレスが溜まって胃がむかむかする。」等、デイケア通所に不満気な発言があった。青山荘スタッフからも今後の経過を注意して見て欲しいとの連絡あり。

○デイケア通所目標について

本人と面談実施　⇒何かに集中すると食事も忘れてしまう為、生活リズムを保つ為にデイケアに通所すると自身で目標を設定している。

○今後の対応

・過去に病識のなさから怠薬し再燃を繰り返している。今後、本人の不満が募る事で周囲とのトラブルとなる可能性がある。デイケア通所の必要性など本人への関わりの枠組みを明確にする。

・主治医から本人へデイケア通所の必要性についての説明内容を本人がどのように認識しているか面談等を通して確認する。

・青山荘での生活内容について明日、青山荘スタッフを交えてのカンファ内で確認する。又、本人の対応について青山荘スタッフと検討する。

・他者との交流を拒否する言動がある為、生活上対人交流は必要な事である旨を説明。再度、デイケア利用目的について本人と話し合う機会を設ける。

・村上　元道様　（35）　統合失調症　　デイケア利用中

　　昨日、外来受診時にうみねこ幸房通所を希望。主治医よりデイケア通所を開始して1ヶ月の為、もう少しデイケアに慣れてから考えようと説明受けている。

＜精神障害者福祉手帳と自立支援医療について＞

・自立支援医療費とは？

　→今年4月から開始した通院医療費に対する公費負担制度。

対象：①通院医療費（診察代・お薬代）

②デイケア・デイナイトケア・ナイトケア利用料

③訪問看護利用料

の３つである。精神薬以外の薬代（風邪薬・下剤などの内科薬）や治療以外は3割自己負担となる。他病院の精神科を受診し当院精神科デイケア利用の場合、自立支援医療費として合算される。

・自己負担分の変化について

　→以前：医療費の5%が自己負担　⇒　今年：4月から原則10%が自己負担となる。

　　1か月分の医療費自己負担額は世帯の所得状況により変化する。

（例：2500円・5000円・10000円～）

・自立支援の手続きについて

　→○自立支援医療の新規申請は主治医に相談する。

○申請の窓口は市町村役場。当院での代行申請もあり。

○申請が受理され次第、受給者証が病院に届く受給者証については更新の際に使用する為利用者様には保管しておくように説明する。

○受給者証を紛失してしまった場合には、再発行が可能である。手続きの窓口は市町村窓口・病院で可能。

○受給者証の有効期間は原則1年。期限の2ヶ月前から申請は可能。申請時期になると外来にてお知らせする。

　　　※精神保健福祉手帳の有効期限は2年の為、注意する。

　　○病院及び保険証の変更の際には変更手続きが必要となる。手続きについては、市町村窓口・病院で可能。

